
１ 

会 議 記 録 

 

高松市附属機関等の会議の公開及び委員の公募に関する指針の規定により、次のとおり会議記

録を公表します。 

 

会議名 令和６年度 第２回 高松市美しいまちづくり・景観審議会 

開催日時 令和７年２月２８日（金） １４時００分～１５時３０分 

開催場所 高松市役所 １１階 １１４会議室 

議 題 

（１）景観形成重点地区指定における景観形成の方針及び夜間景観ガ

イドラインの方針について 

（２）その他 

公開の区分 ■ 公開   □ 一部公開   □非公開 

上記理由 － 

出席委員 
相本委員 岡委員 長町委員 松島委員 村上委員 片岡委員 

十河委員 吉田委員 藤田委員 溝渕委員 古川委員 奥村委員 

傍聴者 １名（定員 １０名） 

担当課及び連絡先 
担当課：都市計画課（景観係） 

連絡先：０８７－８３９－２４５５（課直通電話） 

 

会議経過及び会議結果 

 

（１）景観計画の改定及び夜間景観ガイドラインの策定について 

 「景観形成重点地区指定における景観形成の方針及び夜間景観ガイドラインの方針につい

て」事務局より説明。 

 各委員が認識や意見等を述べた。 

 

（２）その他 

  特になし 

 

 

【主な質疑・意見等の会議経過】 

（１）景観形成重点地区指定における景観形成の方針及び夜間景観ガイドラインの方針につい

て 

事務局より「景観形成重点地区指定における景観形成の方針及び夜間景観ガイドラインの方

針について」説明。 

 

（松島会長）  ただいま説明がありましたように、議題は景観計画の改定と夜間景観ガイド

ラインの方向性です。内容についてどのようにしたらいいのか、どう取り組ん

でほしいのか、ご意見をお願いします。 



２ 

 

（片岡委員）  気になるのは夜間景観の光の演出です。そこには看板も含まれてきます。エ

リアごとにメリハリが必要だと思っていて、にぎわいの光や柔らかい光など、

規制というよりはいい演出を考えていってもらいたいと思います。また屋外広

告物業界としては、屋外広告物についての規制は、変更のための予算も必要で

あるため、既に設置されているものに対しては一定の期間を設けていただけれ

ばと思います。 

 

（松島会長） 屋外広告物は時間をかけながら対応していくということでどうでしょう？ 

 

（事務局）  今後パブリックコメントやステークホルダーのみなさんとの調整も予定してい

て、経過措置期間も設けることを検討しています。 

 

（十河委員）  案について異議はありません。夜間景観はサンポートが中心になっていて、赤

灯台まで行って夜景を見るだけではなく、どこからでもサンポートの夜景が楽し

めるようにしてはどうでしょうか。玉藻公園の石垣は観光の重要な要素なので、

演出をもっとしっかりやる方がいいと思います。シンボル的な天守閣復元なども

できていけばいいと思います。 

 

（吉田委員）  夜間景観形成主要エリアには「商店街」があります。長い商店街が特徴です

が、閉店が早く、夜は暗いです。当社は夜もシャッターを閉めず、光を付けた

ままにするようにしていますが、他の店も同じようにしてもらえれば大きく変

わると思います。アーケードの屋根の上に映像を映すなどもあるのではないで

しょうか。サンポートから商店街、あるいは栗林公園まで回遊するような動き

も出てくるかもしれません。 

 

（溝渕委員）  サンポートの景観は、海が近くかなり良好です。ただ、人の「たまり」の空

間が少ないと思います。人がいてこその空間だと思いますので。また、サン

ポートから商店街までをつなぐルートも考えていく必要があると感じます。琴

電が横切っていることや、歩いて楽しい景観になっていないこともあり、歩こ

うと思わない空間になっていると思います。 

 

（藤田委員）  商店街の店の多くが 18時に閉まっていて、20 時頃にはアーケードの電気が消

えるところがあります。ただ、明るいと自転車がスピードを上げて通行するの

で、それも危なく問題です。また、ビジョンの映像の輝度が高く信号が見えに

くいくらいなので、明るくしすぎない取組みがいると考えます。大都市のよう

なけばけばしい光ではなく、気品のある光をつくっていくのが高松らしいと思

います。景観については、高松は空が広いと言われますが、高いビルが建ちつ

つあるので、例えば花樹海から屋島を見たときの広い平野を大事にしたいと思

うので、ある程度場所を決めて建てるようになれば良いと思います。 



３ 

 

（松島会長） 自転車ですが、制限地区を少し広げるなど、なにかお考えはありますか？ 

 

（藤田委員）  平らな都市なので、自転車を使う人が多く商店街を通っています。時間帯に

よってはひどく混み合うので高齢者や障がい者は朝 10 時以降しか外出できない

ような状態です。夕方もそのような状態です。安全面の対策を考えないといけ

ないかと思います。 

 

（奥村委員）  海際のエリアなので、海からの景観を大事にしてもらいたいと思います。玉

藻公園の方は、海からの眺望という考え方が表現から直接的に読み取れないの

で、組み込めないでしょうか。 

 

（事務局） 考えてはいるので表現していくよう検討します。 

 

（古川委員）  夜間景観は市民・来訪者に向けて考えていると思いますが、安全安心も意識

して取り組まれてはどうでしょうか。また、光については多面性があるため、

芸術的、技術的、経済性の視点も意識して作成してはどうかと思いました。 

 

（村上委員）  商店街は菊池寛通りくらいからドームくらいのところまでのイメージがある

と思いますが、玉藻公園もあるし兵庫町方向、広場、高松駅、わかりやすい道

になっています。兵庫町に宿泊する海外の方も多いので、兵庫町～広場～サン

ポートへの回遊ルートも考えてはどうでしょうか。栗林公園も閉まるのが早い

ですが、田町の付近まで光を活性化し、昔の旧街道、田町の商店街までつなげ

れば面白くなるのではと思いました。商店街と中央通りという平行に並んだ道

を往復するときに違う表情が楽しめるようにすれば面白いかなと思いました。 

 

（松島会長） どうやって人の流れをつくればいいでしょうか？ 

 

（村上委員）  奥が明るいと自然と足が向くのではないでしょうか。奥が暗いと誰も行きに

くいです。玉藻公園の石垣を照らすのはとてもいいと思います。近くの市民も

行ったことがないと言っていたので、行く機会になればと思います。 

 

（長町委員）  景観計画の改定によって方針に項目を追加していくのはいいですが、夜間景

観ガイドラインの範囲にしている中心市街の区域が前段となる景観計画の方で

範囲を規定できていない。サンポート高松周辺と玉藻公園周辺だけの記載で良

いのか、それとも中心市街地エリア重点地区のように規定していくのか、その

エリア設定をもう一度事務局の方でもう一回チェックいただき、次の夜間景観

ガイドラインに繋がる領域を全て拾えているか、検討いただきたいです。 

また、夜間景観形成についてですが、例えば栗林公園や屋島の周辺は日本的

環境の中の情緒的な落ち着いた夜間景観をめざすべきですし、都市的エリアは



４ 

積極的な光をつくっていくのがふさわしいです。農村部、里山や島しょ部で

は、安心安全な光が求められます。それぞれの夜間景観の目標について言及が

あり、その次に重点的に夜間景観形成に取り組む中心市街地の話しをする方が

いいと思います。 

公共空間等の照明をアップデートするアクションプランにつなげていくため

に、あまり抽象的な表現にならないようにし、公共と民間の両方が使えるよう

なガイドラインになればいいと思います。他都市の商店街などでは、みんなで

ルールを決めて守るような取組みもしています。高松の商店街は現状でも魅力

的なので、それをぼんやりしないガイドラインにしていく必要があると思いま

す。夜間景観を魅力的にすると人の流れが変わるというのは、他都市で実証さ

れています。金沢城や鳥取城は、石垣のライトアップで人が来るようになりま

した。県立アリーナから中央公園、市内中心部へと、人が回っていくイメージ

をしっかり持って、光の演出に取り組んでいくことが重要だと思います。 

 

（事務局）   夜間景観と景観計画の区域について、ご意見を踏まえて検討します。 

 

（岡委員）  玉藻公園が重点地区に追加されるのはよいと思います。高松城は高松の原点

なので、世界都市を目指すための武器にしたいと考えます。天主の再現を計画

書に書き込めないでしょうか。 

 

（松島会長） 書くのもいいかもしれません。 

 

（岡委員）  玉藻公園の北側は平成 16 年の高潮被害以降ライトアップをやめてしまったの

ですが、白色の光で包まれるのがいいと思います。LED 照明にして、演出の意図

に合わせて色を変えられるようにするなどの工夫も考えられます。 

 

（相本委員）  景観形成基準が書いてありますが、民間の建築物にどう守ってもらうので

しょうか。事前相談と、守らない場合の公表とが制度化されているようです

が。 

 

（松島会長）  サンポート高松地区のあたりは比較的大きな企業が多いため、守られやすい

とは思います。 

 

（相本委員）  守ってくれるということですね。次に、夜間景観ガイドラインでの民間事業

者との連携についてはどう考えますか。 

 

（事務局）   今後、エリアのステークホルダーの方々と調整しながら、ブラッシュアップし

ていくのが重要と考えています。地元関係者と協議して、どのように具体的な

計画をつくっていくかを検討しようと思っています。 
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（相本委員） 「世界指向」という表現がとてもいいと思います。 

 

（長町委員）  例えば、「高松駅の前は屋上広告の掲出をやめましょう」と決めるくらい、

しっかりと取り組んでもいいと思います。また、高松は港湾都市なので、水辺

の魅力づくりをどうするかが重要です。今回のパワーポイント資料の表紙にあ

る写真のような、海上からのアングルから、昼だけでなく夜景もいいね、とい

う状態を目指していけるといいと思います。取り組んでいくためには、県や国

との連携も重要になります。みなとまちは夜間景観のトップランナーになり得

るエリアなので、シドニー、オスロなどの海外の先進地にも学びながら、しっ

かりと取り組んでいくというところをお願いしたいと思います。 

 

（松島会長）  良好な景観は、地域の自然、歴史文化、生活、経済活動との調和によって成

り立っているものです。必要な規制等も検討しながら、海外から人が訪れた時

に恥ずかしくない高松の街にしていきたいと思います。事務局は、ここまでの

議論をとりまとめて、次回に向けて取り組んでほしいと思います。 

 

（事務局）    次回は７月を予定しており、またご案内します。 

 

以上をもって、会議を閉会することとした。 

 

 

           以上 

 


